
 

 

 

 

 

 

本年は少ない積雪から融雪が早く、平年並みに播種作業が始まっております。 
ハウスでの育苗管理が今後の生育・品質を決める重要な要素となります。週間天気予報で

は、17 日以降から朝晩の気温は低い見込みですが日中の最高気温は 10℃を上回る予報とな
っておりますので、日々の天気予報を事前に確認し、徹底した温度管理・灌水管理により、
健苗育成に努めましょう。 
 
≪は種直後～1.5 葉期までの育苗ポイント≫ 

◇置床出芽の芽は徒長を防ぐために
７０％程出芽したら、二重被覆を取

り除きます。 
◇出芽～1.5 葉期までは、苗の育って
いる場所の温度が１０℃以下にな
らないよう、二重トンネルなどで保
温しましょう。 

◇特に「成苗ポット」はポット表面の
温度が上がりやすいので注意しま
しょう。 

育苗期間 は種～出芽前 出芽揃～1.5 葉期 

適 温 30～32℃ 20～25℃ 
ハ ウ ス 
換気温度 

35℃以上 25℃以上 
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灌 水 の 
ポイント 

過剰灌水は避ける 
早朝に一回十分灌水
し、床土の過湿を避け
過剰灌水はしない 

二重トンネル 夜間使用（夜温を 10℃以上に保つ） 

 

 

 
置床鎮圧を実施している場合、ポットの周りに空間があるため、地温が上がりやすい 

ので、注意が必要です。  

 
☆育苗期間の病害と対策 
◎急激な温度変化や発根不良によって病害の発生が多くなるので注意しましょう。 

病原菌の種類 病状と特徴、見分け方 耕種的な防除対策 

赤カビ 
(フザリウム菌) 

・籾を中心に白～淡紅色のカビ発生 
・地際部、根が枯死し、生育不良 
・萎凋、枯死し籾や根が紅色になる 

・過湿状態を避ける 
・夜間保温に努める(10℃以下で赤カビ、
ムレ苗の発生が多くなる) 

・高温管理を避け徒長させない 
・発根促進に努める 
・軽度の白カビは、土壌の乾燥で蔓延を防
止する。 

・適正播種量を守る 
・明年に向けては、土壌を適正な pH へ調
整し、排水対策を講じる。 

ムレ苗 
(ピシウム菌) 

・急激に葉が巻き針状に萎凋、枯死 
・発生はｽﾎﾟｯﾄ状、ｶﾋﾞは見られない 
・地際部は水浸状褐変腐敗 

白カビ 
(リゾープス菌) 

・床土表土、籾層に白色のカビ発生 
・蔓延すると発芽、発育不良となり 
根は短く、根数も少ない 
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適切な育苗管理・ハウス管理で健康な苗作りに努めましょう。 

家族・仲間で声を掛け合い、 

農作業事故を防止しましょう。 
トラクターの運転や作業機を使用する機会
が増加します。 
安全作業・安全運転で 
農作業事故を防止しましょう。 

「余り種子」がある方は、ご連絡をお願いします！ 
  
播種後、余り種子が出ましたら、農産販売課

（57-2357）までご連絡頂きますよう、ご協力お
願い致します。 
なお、２～３日ＪＡより 

引取りの連絡がない場合は、 
処分して頂いて構いません。 

営農技術情報は、Facebook「たいせつ農業協同組合」またはＪＡたいせつホームページ(新着情報～
営農技術情報)から、スマートフォンやタブレットからも確認できます。【ＦＡＸ送信後、Facebook・ＨＰに
掲載致します。】 
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